
[ここに入力] 
 

2023 年テーマ『闇に輝く！』                                                                               2023.9.24. 

「王の教育を受けるために。」 出エジプト記２章１節～10 節   

私
が
神
学
校
に
入
学
す
る
時
、
牧
師
夫
人
は
「
頭
で
っ
か
ち
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

よ
。
勉
強
ば
か
り
す
る
と
信
仰
が
ダ
メ
に
な
る
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
大
学
院

で
博
士
号
を
目
指
し
て
研
究
に
励
ん
で
い
た
の
に
、
今
ま
で
の
こ
と
を
認
め
て
い
な

い
の
か
、
信
仰
に
は
学
問
は
無
駄
な
の
か
、
と
愕
然
と
し
ま
し
た
。
神
学
校
時
代

は
、
勉
強
を
す
る
暇
も
な
く
、
授
業
が
全
く
わ
か
ら
な
く
な
り
、
劣
等
生
と
い
う
の

は
こ
う
い
う
も
の
か
、
と
変
な
悟
り
を
持
ち
ま
し
た
。 

卒
業
後
１
０
年
ほ
ど
し
て
、
自
分
に
は
、
論
理
的
思
考
な
し
に
信
仰
を
強
調
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
狂
信
的
な
傾
向
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
当
時

は
、
カ
リ
ス
マ
（
超
自
然
的
資
質
や
能
力
、
神
か
ら
の
賜
物
）
や
教
会
成
長
思
考
が

大
流
行
で
し
た
が
、
私
に
は
牧
師
中
心
の
自
己
実
現
論
の
よ
う
で
つ
い
て
行
け
な
い

気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
企
業
経
営
と
し
て
は
危
な
い
傾
向
だ
か
ら
で
す
。
「
自

分
を
捨
て
、
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
わ
つ
ぃ
に
従
っ
て
来
な
さ
い
。
」
（
マ
タ
イ
１

６
・24

）
と
い
う
イ
エ
ス
様
の
教
え
を
守
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
パ
ウ
ロ
無
し
に
は
形
成
し
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
そ
れ
で
も
神
は
別
な
方
法
で
神
学
を
形
成
し
た
で
し
ょ
う
が
）
。
聖
書
の
パ
ウ
ロ
書

簡
は
聖
書
の
論
理
（
神
の
人
格
と
思
い
）
を
明
確
に
記
述
し
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は

高
度
な
学
問
と
教
養
を
身
に
付
け
、
聖
書
に
精
通
し
、
神
学
的
な
思
考
が
で
き
る
熱

心
な
伝
道
者
・
牧
師
で
あ
り
、
イ
エ
ス
様
が
名
指
し
で
召
し
出
し
た
使
徒
で
す
。 

私
た
ち
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
教
団
は
、
聖
霊
の
著
し
い
働
き
に
よ
る
奇
跡
と
癒
し
に

よ
り
、
熱
心
な
伝
道
と
牧
会
に
よ
り
急
成
長
を
遂
げ
て
世
界
に
７
千
万
人
の
信
徒
が

お
り
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
多
く
の
異
端
や
異
常
な
信
仰
と
の
戦
い
を
経
て
、

聖
書
信
仰
を
堅
持
し
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
先
入
観
を
持
た
ず
に
人
と
交
流
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
も
祈
り

の
中
で
執
り
成
し
な
が
ら
、
信
仰
的
に
崩
れ
て
行
っ
た
り
、
欲
望
に
負
け
て
い
く

人
々
を
見
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
、
聖
書
に
基
づ
か
ず
、
従
順
な
信
仰
で
は
な

く
、
自
分
の
繁
栄
や
成
功
を
願
う
人
が
そ
の
よ
う
に
陥
り
ま
す
。
最
近
も
、
神
学
教

育
を
受
け
て
お
ら
ず
に
勝
手
に
伝
道
師
を
名
乗
っ
て
い
る
人
の
言
動
を
見
な
が
ら
、

破
綻
す
る
言
動
を
熱
心
に
繰
り
返
し
て
い
る
経
過
を
悟
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
神
の
教
え
に
生
き
る
こ
と

は
、
知
識
・
感
情
・
意
志
の
す
べ
て
に
亘
る
人
格
的
な
応
答
で
あ
り
、
聖
書
を
真
の

知
識
の
源
と
し
て
真
摯
に
捉
え
従
う
こ
と
で
す
。
「
聖
書
は
す
べ
て
神
の
霊
感
に
よ
る

も
の
で
、
教
え
と
戒
め
と
矯
正
と
義
の
訓
練
の
た
め
に
有
益
で
す
。
神
の
人
が
す
べ

て
の
良
い
働
き
に
相
応
し
く
、
十
分
に
整
え
ら
れ
た
者
と
な
る
た
め
で
す
。
」
（
Ⅱ
テ

モ
テ
３
・16.17

）
。
「
無
知
な
心
の
定
ま
ら
な
い
人
達
は
、
聖
書
の
他
の
箇
所
と
同

様
、
そ
れ
ら
を
曲
解
し
て
、
自
分
自
身
に
滅
び
を
招
き
ま
す
。
」
（
Ⅱ
ペ
テ
ロ
３
・

16

） 

               
 
 

 

今
日
の
聖
書
箇
所
は
、
神
が
偉
大
な
指
導
者
に
な
る
た
め
に
モ
ー
セ
を
当
時
の
世

界
最
高
の
文
化
と
社
会
を
形
成
し
て
い
た
偉
大
な
エ
ジ
プ
ト
の
王
子
と
し
て
育
て
さ

せ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
現
代
日
本
の
弱
点
は
、
政
治
に
も
経
済
に
組
織
に
も
教
育

と
教
養
を
積
ん
だ
指
導
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｔ
を
自
分
で
駆
使
で
き

な
い
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
歴
史
を
習
熟
し
て
い
な
い
と
優
秀
な
指
導
者
に
は
な
り

づ
ら
い
も
の
で
す
。
学
歴
を
付
け
る
為
に
子
ど
も
た
ち
を
暗
記
教
育
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
人
格
教
育
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
親
の
責
任
で
す
。 

 

私
は
９
人
兄
弟
の
中
で
た
だ
一
人
大
学
に
入
り
、
大
学
院
ま
で
学
び
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
自
分
の
満
足
す
る
生
き
方
を
果
た
す
為
に
は
学
問
を
修
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
自
覚
し
た
か
ら
で
す
。
明
治
維
新
の
指
導
者
た
ち
は
、
国
を
愛
す
る
為
に
命
懸

け
で
欧
米
な
ど
で
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

モ
ー
セ
は
な
ん
と
、「
王
女
の
息
子
」（1

0

）
と
し
て
、
実
の
母
に
十
分
な
環
境
で

愛
情
深
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
（9

）
。
そ
の
家
庭
に
は
、
後
に
預
言
者
と
な
る
姉
ミ
リ

ア
ム
が
い
て
、
モ
ー
セ
を
愛
し
ま
し
た
。
ミ
リ
ア
ム
は
出
エ
ジ
プ
ト
の
時
、
タ
ン
バ

リ
ン
を
手
に
踊
り
歌
い
、
神
を
讃
美
し
ま
し
た
（
１
５
・20

）
。
ま
た
、「
彼
が
雄
弁

な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
（
４
・14

）
と
神
に
言
わ
れ
た
兄
ア
ロ
ン
も
い
ま
し
た
。

レ
ビ
族
で
あ
る
父
ア
ム
ラ
ム
は
妻
ヨ
ケ
ベ
デ
に
よ
っ
て
「
ア
ロ
ン
と
モ
ー
セ
を
産
ん

だ
。」
（
出
６
・20

）。 

 

「
モ
ー
セ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
教
え
込
ま
れ
、
言
葉
に
も
力
に
も

力
が
あ
り
ま
し
た
。」（
使
徒
７
・22

）。「
モ
ー
セ
が
四
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
自
分

の
同
胞
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
を
顧
み
る
思
い
が
、
そ
の
心
に
起
こ
り
ま
し

た
。」
（
同23

）
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
密
か
に
自
分
が
イ
ス
ラ
エ
ル
人
で
あ
る

こ
と
を
家
族
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
王
子
教
育
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

英
才
教
育
を
受
け
て
高
慢
に
な
っ
て
い
た
モ
ー
セ
は
、
同
胞
を
救
お
う
と
し
て
エ

ジ
プ
ト
人
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
同
胞
か
ら
「
だ
れ
が
お
ま
え
を
、
指
導

者
や
さ
ば
き
人
と
し
て
私
た
ち
の
上
に
任
命
さ
れ
た
の
か
。」（
出
２
・14

）
と
否
定

さ
れ
逃
げ
て
、
４
０
年
間
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
地
で
羊
飼
い
を
し
て
、
忍
耐
深
く
生
き
る

こ
と
を
身
に
付
け
さ
れ
ま
す
。
神
は
モ
ー
セ
を
偉
大
な
指
導
者
に
す
る
為
に
、
な
ん

と
８
０
年
間
も
掛
け
た
の
で
す
。 

 
親
が
、
自
分
の
子
ど
も
を
神
に
も
人
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
育
て
る
な
ら
ば
、

若
い
う
ち
に
教
育
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
家
庭
に
お
い

て
も
、
信
仰
を
身
に
付
け
さ
せ
、
家
と
国
の
歴
史
を
教
え
、
親
の
考
え
方
や
信
念
、

そ
し
て
知
恵
を
身
に
付
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、
黙
っ
て
育
つ

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
育
て
上
げ
る
も
の
で
す
。「
主
の
教
育
と
訓
戒
に
よ
っ
て

育
て
な
さ
い
。
」
が
親
へ
の
神
か
ら
の
指
導
で
す
。 

      



[ここに入力] 
 

【新改訳 2017】 

出 2:1 さて、レビの家のある人がレビ人の娘を妻に迎え

た。 

2:2 彼女は身ごもって男の子を産み、その子がかわいいのを

見て、三か月間その子を隠しておいた。 

2:3 しかし、それ以上隠しきれなくなり、その子のためにパ

ピルスのかごを取り、それに瀝青と樹脂を塗って、その子

を中に入れ、ナイル川の岸の葦の茂みの中に置いた。 

2:4 その子の姉は、その子がどうなるかと思って、離れたと

ころに立っていた。 

2:5 すると、ファラオの娘が水浴びをしようとナイルに下り

て来た。侍女たちはナイルの川辺を歩いていた。彼女は葦

の茂みの中にそのかごがあるのを見つけ、召使いの女を遣

わして取って来させた。 

2:6 それを開けて、見ると、子どもがいた。なんと、それは

男の子で、泣いていた。彼女はその子をかわいそうに思

い、言った。「これはヘブル人の子どもです。」 

2:7 その子の姉はファラオの娘に言った。「私が行って、あ

なた様にヘブル人の中から乳母を一人呼んで参りましょう

か。あなた様に代わって、その子に乳を飲ませるために。」 

2:8 ファラオの娘が「行って来ておくれ」と言ったので、少

女は行き、その子の母を呼んで来た。 

2:9 ファラオの娘は母親に言った。「この子を連れて行き、

私に代わって乳を飲ませてください。私が賃金を払いまし

ょう。」それで彼女はその子を引き取って、乳を飲ませた。 

2:10 その子が大きくなったとき、母はその子をファラオの

娘のもとに連れて行き、その子は王女の息子になった。王

女はその子をモーセと名づけた。彼女は「水の中から、私

がこの子を引き出したから」と言った。 

 

 

 

 

 

【NKJV】Exo2:1 And a man of the house of Levi 
went and took as wife a daughter of Levi. 
 2:2 So the woman conceived and bore a son. And 
when she saw that he was a beautiful child, she 
hid him three months. 
 2:3 But when she could no longer hide him, she 
took an ark of bulrushes for him, daubed it with 
asphalt and pitch, put the child in it, and laid it 
in the reeds by the river's bank. 
 2:4 And his sister stood afar off, to know what 
would be done to him. 
 2:5 Then the daughter of Pharaoh came down to 
bathe at the river. And her maidens walked 
along the riverside; and when she saw the ark 
among the reeds, she sent her maid to get it. 
 2:6 And when she had opened it, she saw the 
child, and behold, the baby wept. So she had 
compassion on him, and said, "This is one of the 
Hebrews' children." 
 2:7 Then his sister said to Pharaoh's daughter, 
"Shall I go and call a nurse for you from the 
Hebrew women, that she may nurse the child for 
you?" 
 2:8 And Pharaoh's daughter said to her, "Go." So 
the maiden went and called the child's mother. 
 2:9 Then Pharaoh's daughter said to her, "Take 
this child away and nurse him for me, and I will 
give you your wages." So the woman took the 
child and nursed him. 
 2:10 And the child grew, and she brought him to 
Pharaoh's daughter, and he became her son. So 
she called his name Moses, saying, "Because I 
drew him out of the water." 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



